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１９７４年に第１回の PSI 会議がアメリカで開催されて以

来，回を重ね，２０回目の記念すべき会議がドイツのアーヘ

ンで５月２１日～２５日まで開催されました．会議の詳細は

https://www.congressa.de/PSI2012/で見ることができます．

第１回目の会議の発表・講演件数が８８件であったのに対

し，２０回目の今回は３７２件の報告が行われました．４０年の間

で会議の規模は４倍強に増え，この研究分野の発展と新エ

ネルギーへの期待がうかがわれます．参加国を見てみます

と，開催国のドイツが最も多く７３件の報告を行いました．

以下，アメリカ合衆国６８件，日本６３件，フランス３３件，中

国２４件，ロシア１６件，その他９１件となり，日本からの報告

は非常に多いものでした．

過去２０回を振り返ると，PSI 開催当初は Stainless Steel

やTi，Mo，W等の金属材料が中心に，中盤は炭素材が中心

に，後半は高 Z材料に関する報告が中心となるなど，時代

と共に研究内容も変化してきました．そのような中で開か

れた今回の会議では，昨今の情勢，特に ITERの初期から

のタングステンの使用を考慮して，プラズマとタングステ

ンの相互作用に関する研究が多く，全体の４分の１強がタ

ングステン関連の報告でした．

プラズマによる壁材料損耗に関する研究として例えば，

ヘリウムプラズマ照射で形成されるタングステンfuzzの成

長率をトカマク装置とリニアプラズマ実験装置で計測・比

較する研究や，融解したタングステン界面での流体不安定

性による droplet 発生のシミュレーションなどが報告され

ました．リニアプラズマ装置での多くの実験以外に，核融

合プラズマ装置での実験や，より基礎的な物理過程の研究

も行われるなど，裾野の広がりを感じました．

プラズマに関するトピックスでは，ELMがもっとも多

い比率を占めていました．ELMによる壁への熱負荷変化

の解析以外にも，ポロイダル方向への幅の増加やトロイダ

ル分布の変化を示唆するシミュレーションが報告されまし

た．実験ではMASTのシングル／ダブルヌル配位での

RMPによる ELM熱負荷の比較結果が報告されました．ま

た，RMPやELM等の摂動磁場によって edge/SOL領域で

磁場がエルゴダイズするために，ダイバータ板上のフット

プリントが変化することがシミュレーションで示されるな

ど，トーラスプラズマを直接三次元空間で扱う研究が増え

ました．

ITERにおけるトリチウムの炉内蓄積量の見積および低

減は PSI 研究でも重要なテーマであるため，プラズマ照射

による材料への水素同位体の蓄積に関する研究の報告も多

く特にタングステンを使用した研究が多く見受けられまし

た．中でもリニアプラズマ装置を用いてタングステンへ重

水素プラズマを照射したときの表面状態の変化と水素蓄積

量の変化に関する研究が多数あり，プラズマ照射によりタ

ングステンへの水素同位体の蓄積量が増加することが報告

されていました．現在，世界各地で大型のリニアプラズマ

装置が建設されており，この分野の研究が核融合実験装置

からリニアプラズマ装置に移行していく傾向にあることが

感じられました．その一方で，実際の核融合実験装置でプ

ラズマに曝露したタングステンの水素同位体の蓄積量は，

リニアプラズマ装置と比較して，少なくなるという報告も

行われていました．

今回のPSI会議を振り返ると，ITERが初期の段階からタ

ングステンダイバータにより建設・運用されることを見据

えた会議であったと言えます．

次回の第２１回PSI会議は２０１４年５月２６－３０日に金沢で開

催される予定です．PSI 会議では学生による優れたポス

ター発表を表彰しており，今回は３件の内１件を慶応大学

の学生が受賞しました．PSI 研究の重要性に加え，領域を

つなぐ研究が増えつつあるなか，日本からも幅広い分野で

学生を含めた多数の参加が望まれています．

最後に，PSI 連合チーム対ドイツ選抜チームによるサッ

カーの試合は，３：２でPSI連合チームの勝利で終わったこ

とを報告します．次回日本で開催されたときは，ぜひ日本

選抜チームが勝つことを期待します．

（原稿受付：２０１２年６月１８日）
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図１：会議の集合写真． 図２：会議場（EUROGRESS）の様子．

４６２


